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問
一
①

す
る
こ
と
も
な
く

、

退
屈
で
あ
る

。

「

つ
れ
づ
れ
な
り」
は

、

す
る
こ
と
が
な
く
手
持
ち
ぶ
さ
た
な
様
子

。

「

つ
れ
づ
れ
な
る」
は
連
体
形
で

、

「

ま
ま」

を
修
飾
す
る

。

問
一
②

一
日
中

。

「

日
暮
し」

は
、

日
が
暮
れ
る
ま
で
の
間

、

す
な
わ
ち
終
日
と
い
う
意

味
。

「

毎
日」

と
混
同
し
な
い

。

問
一
③

と
り
と
め
の
な
い
こ
と

。

「

よ
し
な
し
ご
と」

は
、

筋
道
や
ま
と
ま
り
の
な
い
事
柄

。

心
に
次
々

と
浮
か
ぶ

、

雑
多
な
思
い
を
指
す

。

問
二

す
ず
り

「

硯」

は
墨
を
す
っ
て
墨
汁
を
作
る
道
具

。

「

硯
に
向
か
ふ」

は
、

文

章
を
書
く
た
め
に
硯
に
向
き
合
う
こ
と

。

問
三

シ
ク
活
用
の
形
容
詞「

あ
や
し」

の
連
用
形「

あ
や
し
く」

が
、

ウ
音

便
に
な
っ
た
形

。

「

あ
や
し
く」

の「

く」

が「

う」

に
変
化
し
て「

あ
や
し
う」

と
な

る
。

こ
の
文
で
は「

不
思
議
に」

「

妙
に」

の
意
味

。
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問
四

け
れ

文
中
に
係
助
詞「
こ
そ」

が
あ
る
の
で

、

結
び
の
助
動
詞「

け
り」

を

已
然
形「

け
れ」
に
す
る

。

問
五

已
然
形

。

「

け
り」

の
活
用
は

、

け
ら
・
○
・
け
り
・
け
る
・
け
れ
・
○

。

こ
の

文
の「

け
り」

は
、

過
去
よ
り
も
詠
嘆
の
意
味
で
読
む

。

問
六

係
り
結
び

。

係
助
詞「

こ
そ」

を
受
け

、

文
末
を
已
然
形「

け
れ」
で
結
ぶ

。

「

ぞ

・
な
む
・
や
・
か」

は
連
体
形

、

「

こ
そ」

は
已
然
形
と
覚
え
る

。

問
七

兼
好
法
師（

吉
田
兼
好）

。

鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
生
き
た
人
物

。

解
答
は「

兼
好
法
師」

で
も「

吉
田
兼
好」

で
も
よ
い

。

問
八

鎌
倉
時
代
末
期

。

一
般
に

、

鎌
倉
時
代
末
期
ご
ろ
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る

。

成
立
時
期
と

作
者
が
生
き
た
時
期
を
区
別
し
て
覚
え
る

。

問
九

随
筆

。

見
聞
き
し
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を

、

比
較
的
自
由
に
書
き
記
す
文
章

。

『

枕
草
子』

『

方
丈
記』

と
と
も
に
三
大
随
筆
に
数
え
ら
れ
る

。


